
建
築
と
デ
ザ
イ
ン
を
学
べ
る

新
学
部
を
開
設

　

大
阪
電
気
通
信
大
学
は
、
社
会
に
役

立
つ
力
を
育
む
「
実
学
」
を
貫
き
、
多

様
な
分
野
に
多
く
の
人
材
を
輩
出
。
例

年
採
用
企
業
か
ら
高
い
評
価
を
獲
得
し

て
い
ま
す
。
社
会
の
ニ
ー
ズ
に
柔
軟
に

対
応
し
、
新
た
な
教
育
展
開
に
も
果
敢

に
挑
む
同
大
学
が
、
２
０
２
４
年
４
月
、

「
建
築
・
デ
ザ
イ
ン
学
部
」
の
開
設
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

　

学
部
長
に
就
任
予
定
の
上
善
恒
雄
教

授
は
「
新
学
部
に
は
『
建
築
専
攻
』（
仮

称
）
と
『
空
間
デ
ザ
イ
ン
専
攻
』（
仮
称
）

の
２
専
攻
を
設
置
。
今
あ
る
工
学
部
建

築
学
科
を
発
展
さ
せ
、
学
び
の
幅
を
大

き
く
広
げ
ま
す
」と
紹
介
し
ま
す
。

　

注
目
は
、
新
た
な
柱
と
し
て
「
デ
ザ

イ
ン
」
に
関
わ
る
学
び
を
強
化
す
る
と

こ
ろ
で
す
。「
建
築
と
い
う
と
、
工
学
の

イ
メ
ー
ジ
を
持
た
れ
が
ち
で
す
が
、
本

来
デ
ザ
イ
ン
と
は
不
可
分
な
も
の
で
す
。

社
会
で
も
、
機
能
だ
け
で
な
く
、
デ
ザ

イ
ン
性
に
も
優
れ
た
も
の
に
対
す
る
需

要
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
が
、
建
築
と
と

も
に
デ
ザ
イ
ン
に
つ
い
て
も
高
度
に
学

べ
る
大
学
は
、
な
か
な
か
あ
り
ま
せ
ん
」

と
デ
ザ
イ
ン
の
重
要
性
を
語
り
ま
し
た
。

　

空
間
デ
ザ
イ
ン
専
攻
は
、
建
築
の
み

な
ら
ず
、
都
市
か
ら
イ
ン
テ
リ
ア
ま
で
、

空
間
に
関
わ
る
あ
ら
ゆ
る
デ
ザ
イ
ン
を

学
ぶ
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
編
成
。
手
描
き

　

イ
ン
テ
リ
ア
や
家
具
の
デ
ザ
イ
ン
、

デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
な
ど
を
専
門
と
す

る
教
員
な
ど
、
多
彩
な
教
員
が
教
鞭
を

と
る
こ
と
も
魅
力
で
す
。
将
来
は
イ
ン

テ
リ
ア
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
や
空
間
デ

ザ
イ
ナ
ー
と
し
て
建
築
・
住
宅
業
界
へ

の
就
職
は
も
ち
ろ
ん
、
デ
ザ
イ
ン
の
セ

ン
ス
や
技
術
を
多
様
な
分
野
に
生
か
す

道
も
開
け
ま
す
。

　

一
方
の
建
築
専
攻
は
、
一
級
建
築
士

の
受
験
資
格
に
必
要
な
科
目
を
は
じ
め

幅
広
い
関
連
分
野
の
科
目
が
充
実
。
建

築
技
術
者
に
必
要
な
高
い
知
識
と
ス
キ

ル
を
身
に
つ
け
ら
れ
ま
す
。

　

も
う
一
つ
建
築
・
デ
ザ
イ
ン
学
部
が

柱
に
据
え
る
の
が
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
で
す
。

建
築
の
次
世
代
ツ
ー
ル
と
し
て
普
及
が

進
む「
Ｂ
Ｉ
Ｍ（Building Inform

a- 
tion M

odeling

）」を
い
ち
早
く
導
入

し
て
い
る
の
も
、
そ
の
一
つ
で
す
。
ソ

フ
ト
と
専
用
の
高
性
能
パ
ソ
コ
ン
を
揃

キ
ャ
ン
パ
ス
は
、
23
年
秋
に
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
の
完
了
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
そ

の
中
核
を
成
す
の
が
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｕ
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
ス
ク
エ
ア
で
す
。
学
科
や

研
究
室
を
隔
て
る
壁
を
取
り
払
っ
た

オ
ー
プ
ン
な
空
間
が
特
徴
。
学
部
・
学

豊
富
な
教
員
が
多
数
を
占
め
、
現
在
も

さ
ま
ざ
ま
な
産
官
学
連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
手
が
け
て
い
ま
す
。
新
学
部
で
も
、

実
社
会
と
関
わ
り
な
が
ら
学
ぶ
機
会
を

積
極
的
に
提
供
し
て
い
き
ま
す
」

　

新
学
部
の
学
び
の
場
と
な
る
寝
屋
川

特
色
の
一
つ
で
す
。
多
目
的
製
図
室
や

構
造
実
験
棟
、
木
工
室
と
い
っ
た
施
設

の
他
、
金
属
の
造
形
が
可
能
な
機
械
な

ど
、
先
進
の
設
備
も
充
実
し
て
い
ま
す
。

「
実
践
を
通
じ
た
学
び
は
本
学
の
最
も

得
意
と
す
る
と
こ
ろ
で
す
。
実
務
経
験

え
た「
Ｂ
Ｉ
Ｍ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」を
設
置
。

学
生
は
Ｂ
Ｉ
Ｍ
実
習
な
ど
を
通
じ
て
実

際
に
使
い
な
が
ら
基
礎
を
習
得
で
き
ま

す
。
ま
た
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
や
Ｉ
ｏ

Ｔ
な
ど
先
進
の
情
報
技
術
を
活
用
す
る

た
め
の
学
び
が
揃
う
の
も
、
同
学
部
な

ら
で
は
で
す
。

　
「
建
築
分
野
で
も
Ｉ
Ｃ
Ｔ
は
不
可
欠

な
も
の
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
を

使
い
こ
な
せ
る
人
材
は
ま
だ
ま
だ
不
足

し
て
い
ま
す
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
知
識
や
ス
キ

ル
は
、
他
に
は
な
い
強
み
に
な
り
ま
す
。

さ
ら
に
は
建
築
や
デ
ザ
イ
ン
の
素
養
を

生
か
し
て
Ｉ
Ｃ
Ｔ
業
界
や
そ
の
他
の
幅

広
い
分
野
で
活
躍
す
る
道
も
あ
り
ま
す
」

と
、
進
路
の
可
能
性
は
想
像
以
上
に
多

岐
に
わ
た
り
ま
す
。

実
践
を
通
じ
た
学
び
に

あ
ふ
れ
た
新
キ
ャ
ン
パ
ス

　

学
ぶ
環
境
の
豊
か
さ
も
、
同
大
学
の

科
を
超
え
て
人
と
人
と
が
出
会
い
、
新

し
い
発
想
が
生
ま
れ
る
環
境
を
実
現
し

て
い
ま
す
。

　
「
建
築
・
デ
ザ
イ
ン
は
、
工
学
と
芸
術
、

心
理
学
な
ど
多
様
な
知
と
技
術
を
結
集

し
た
総
合
的
な
学
問
で
す
。
文
系
・
理

系
に
関
係
な
く
面
白
さ
を
見
つ
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
物
理
や
数
学
を
基
礎

か
ら
学
べ
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
用
意
し
、

入
学
し
て
か
ら
必
要
な
力
を
鍛
え
る
仕

組
み
も
あ
り
ま
す
か
ら
、
心
配
は
い
り

ま
せ
ん
」と
語
っ
た
上
善
教
授
。「
建
築
・

デ
ザ
イ
ン
学
部
な
ら
き
っ
と
、
ど
ん
な

人
も
好
き
な
こ
と
を
追
求
し
な
が
ら
、

社
会
に
求
め
ら
れ
る
魅
力
あ
る
人
材
に

成
長
で
き
る
。
そ
う
自
信
を
持
っ
て
い

ま
す
」。
そ
の
力
強
い
言
葉
に
、
新
学

部
へ
の
期
待
が
高
ま
り
ま
す
。

大阪電気通信大学

上善 恒雄教授
建築・デザイン学部長（就任予定）

造形デザインコンペで受賞した学生のベンチをキャンパスに設置。セメ
ント系3Dプリンターで造形しました

テーマは「新しい円形広場を通じて、人と人がつながる新しい体験を生み出すこと」大学にみんなの居場所をつく
りたいという思いが背景にあります

図面に描いた線ひとつで、広場での過ごしやすさ
はもちろん、工事費用も変わることを経験「一本
の線の大切さ」を実感したといいます

OECUイノベーションスクエアやJ号館、食堂ラウ
ンジなどの大学施設と広場の自然なつながりを意
識しました

〒572-8530　大阪府寝屋川市初町 18-8（寝屋川キャンパス）
TEL 072-824-3325（広報部広報課）
https://www.osakac.ac.jp/

大 学
D ATA

2023年8月に寝屋川キャンパス広場が完成予定です。大阪電気通信大学に在籍する学部
生・大学院生を対象としたコンペティションで広場の設計案を決定しました。選ばれたのは、
大学院工学研究科建築学コース2年（選考時は工学部建築学科4年）の高橋さん、武田さん、
松本さんの3人チームの案です。

学生のアイデアをベースに
寝屋川キャンパス広場がリニューアル

建築とデザイン、そしてＩＣＴ
時代が求める人材を育てる新学部

2024年4月、建築・デザイン学部（仮称・設置届出中）が誕生

2024年4月、大阪電気通信大学に新学部「建築・デザイン学部」が開設されます。
「建築×デザイン×ICT」という画期的な教育について、学部長に就任予定の上善恒雄教授が語りました。

Tsuneo Jozen

の
デ
ッ
サ
ン
、
デ
ジ
タ
ル

ツ
ー
ル
を
使
っ
た
グ
ラ

フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ン
な
ど
、

多
様
な
手
法
で
表
現
力
と
感

受
性
を
磨
き
ま
す
。「
い
ま
や

メ
タ
バ
ー
ス
な
ど
の
仮
想
空

間
に
も
デ
ザ
イ
ン
の
フ
ィ
ー

ル
ド
は
広
が
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
Ｖ
Ｒ
や
Ａ
Ｒ
、
Ａ

Ｉ
と
い
っ
た
新
し
い
テ
ク
ノ

ロ
ジ
ー
も
積
極
的
に
学
び
に

取
り
入
れ
ま
す
」

大阪電気通信大学
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［特別企画］ 次世代を創る大学


